
マドリッド地理学協会の創設と

初期の活動(1876-1901)
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I 序論

本稿は， 1876年に創設されたスペインのマド

リッド地理学協会 La Sociedad Geografica 

ae Madridに焦点をあて，その創設の経緯を

手がかりに，当時のスペイン地理学界をめぐる

状況の一端を考察することを目的としている。

栗原尚子

を跡づけるだけでなく，各国において近代地理

学の導入がいかになされたのか，あるいはいか

に受容されたのか，その制度的確立に学会が果

した役割の重要性に目が向けられるようになっ

たことがあげられる。 P.Clavalや T.W. 

Freeman が， 高等教育における地理教育の確

立や学派の形成の過程を重視するのもこのよう

各国における地理学会の創設および歴史に対 な枠組においてであり，同様に日本においても，

する関心は，近年たかまる傾向にある。 1984 国際地理学会地理思想史研究委員会のメンバ一

年，パリで開催された第24回国際地理学会大会 を中心に1970年代から成果が積み上げ喝られてき

における地理学史研究のセクションで， T.W. ている。第2に指摘される背景としては，地理

Freemanは RoyalGeogaphical Societyの 思想の歴史における19世紀末に対する関心であ

創設に関する報告で円 このようなテーマに取 る。 I人文地理学は， 1870年に始まる世代の伝

り組むことの必要性を強調し，その後の討論で， 統に生きているYと指摘されるように，今日の
各国の研究状況についてフロアからの情報をひ 地理学が直面している諸問題を学説史的に整理

ろく求めたのも，そのあらわれのひとつといえ し，地理学を再構築する作業の出発点としてと

ょう。これまで学会史研究に関しては，近年で らえることもできょう。そのような試みもみら

は RoyalGeographical Societyを対象とした れる引。また， N. Brocは，フランスを例に，

T. W. Freemanやパリの LaSociete de Geo・ 1870-1890年ほど地理学がひろく一般に贈系さ

graphieを対象とした A.Fierroなど注目す れたことはないと指摘し，この時期にとくに焦

ベき業績が出されているヘ 日本では，すでに 点をあてて，地理学の普及，制度化を跡づけて

1969年に，石田龍次郎が東京地学協会を対象と いる。表1に明らかなように，学会の創設の推

した研究3)を発表しているのはよく知られると 移は，このような状況を反映していよう。周知

ころであるが，総じて非西欧諸国における研究 のように地理学会が初めて創設されたのは，

例は未だ数少ない。西欧諸国でも， ドイツ，フ 1821年のパリにおける Societede Geographie 

ランス，イギリス，アメリカなど近代地理学 であり， 182泡年のベルリンにおける Gesell-

の確立に大きな影響を与えた諸国に限られてい schaft fur Erdkunde， 1830年のロンドンにお

る。 ける RoyalGeographical Societyがそれに続

今日，学会史研究の必要性が着目される背景 いている。 1869年まで20を数えるにすぎなかっ

には，地理学説史の研究が，近代地理学の確立 た学会は， 1870年代に34，1880年代に28が新た

に与かった傑出した地理学者あるいはその学説 に創設され，その数を急増させている(表1参

- 18ー



表1 年代別学会創設数の推移 (1820-1940)

年 代 (学会数 11 年 代 |学会数

1830-1839 4 1890-1899 10 

1940-1949 2 1900-1909 11 

1850-1859 6 1910-1919 10 

1860-1869 6 1920-1929 30 

1780-1879 34 1930-1940 2 

出典注 5) H. Capel Saez ⑤ p. 184 

確立の過程との2つの側面から跡づけ，②同協

会設立にかかわった群像とその設立目的の解明

という 2つのアプローチから論文を纏めてい

るヘ しかし，石田龍次郎が，東京地学協会報

告を手がかりに，東京地学協会を詳細に検討し

た研究事例とは異なり，むしろ19世紀のスペイ

ン地理学の状況に比重をおき概観したにとどま

っている。

マドリッド地理学協会は，今日でも存続して

照)。学会構成員数の推移をみても同様の傾向 いるが，とくに目だった活動をしているわけで

があらわれている。パリの Societede Geogra・ はない。スペインの地理学の発展において同協

phieを例にとると， 1821年の創設時会員数217 会が果した役割は， 1930年代までといえよう。

人は，その後減少の途を辿ったが， 1870年代以 1936ー1940年の市民戦争を経て， 1940年には
降増加に転じ， 1876年には1，624人に達してい

る。本稿でとりあげるマドリッド地理学協会が

創設されたのは， 1876年であり， 1870年代の国

際的な地理学会の動向を反映しているといえよ

う。本稿の関心は， 19世紀末のスペインの地理

学を学説史的に検討する作業の前提として，マ

ドリッド地理学協会を例として，学会の創設が

どのような歴史的社会状況のもとで，どのよう

な役割を果したのかという点を考察することに

ある。

スペインの地理学史に関しては，バルセロナ

大学のH.Capel Saezが第一線にあり，数多

くの優れた研究成果を発表しへ 内外から高い

評価を得ているが，マドリッド地理学協会に関

しては，学会の制度的確立を国際的に展望した

論文で概略的にふれ，帝国主義的拡大の時期に

プロパガンダとして果した同協会の役割が指摘

されているにすぎない7)0 M. Alonso Bacquer 

が， 19世紀のスペインの地図学史において軍部

が担った貢献に関する研究においてベ 同協会

の創設にかかわった FranciscoCoel1oをとり

あげ，同協会の創設の経緯を地図学の制度的確

立の中で、位置づ、けた他は， バルセロナ大学の

J. Vila ValentIが，同協会創設100周年の折に

招かれて講演したものを纏めた論文に限られて

いる。 VilaValentiは，①同協会設立以前の

スペインの地理学の発展状況を PascalMadoz 

と Francisco Coel1oの傑出した2人と制度的

Instituto Juan Sebastian Elcanoが設立され，

その機関誌として EstudiosGeograficosが発

行されるようになり，さらに， 1941年には Jaca

で全国的規模での第1団地理学会が開催される

ようになってからのスペイン地理学界は，それ

以前の時期とは一線を画している。 1930年代ま

での同協会の歴史をふりかえってみても， 19世

紀末までの創設期と，地理学教育の重要性や地

理学本質論が機関誌に登場するようになるそれ

以降とでは，同協会が果した役割の性格も異な

っている。それは， 1901年に，同協会の社会的

貢献が認知され，王勅命により LaSociedad 

Geografica de Madridから LaReal Sociedad 

Geogr五ficaへと名称がかわり，政府からの補

助金が出されるようになったことにも反映して

いる。したがって，本稿では，まず同協会の創

設期 (1876-1901)に焦点をあて，機関誌 Bo-

letIn de la Sociedad Geografica de Madrid 

(以下 BoletIn と略記する。なお1901年からは

BoletIn de la Real Sociedadになる〉を基本的

な資料とし，その分析を通じて，同協会の創設

の経緯，目的，会員の社会的構成，指導的役割

を担った人物，同協会が果した役割を中心に考

察することとする。創設期以降の問題に関して

は，稿を改めて論じたい。

E マドリッド地理学協会の創設

本章では，まずマドリッド地理学協会創設当
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時の状況を Boletinに毎号掲載されている評議 りあげ，地理学の振興とその普及の重要性が指

員会議事録をもとに整理し，事実を再構成する 摘される。さらに， 19世紀前半にスペインが直

ことを主眼とする。その分析，他学会との比較， 面していた各地方の地域 Comarcaにおける様

当時の地理学会の歴史的性格などについては， 様な旗の下に生起した内乱に対しても，その早

次章において明らかにしたい。

1. 創設の経韓

Boletinの第1巻1号には， 1876年2月2日，

王立歴史協会の会議室の一室を借りて聞かれた

マドリッド地理学協会創設の会合の模様が記さ

れている10)。この会合への参加の呼びかけは，

Francisco Coello， Eduardo Saavedra， Maldo. 

nado Macanazの3名によってなされ，当日は，

内務大臣 Torres伯爵を主賓とし Co巴110が

呼びかけの主旨説明を行なっている。その内容

は，同協会の創設時の性格を一面でよく物語っ

ているので，以下にまとめて列記したい。まず

第1に指摘できる特色は，栄光のスペイン帝国

がいかに後進的な状況におかれているかの認識

であり，ラディカルな近代化論者としての Co.

elloの立場を示している。同協会創設の直接的

契機となったのは， 1875年にパリで開催された

国際地理学会へ代表として参加した結果得た経

験であった。各国からの地理学協会からの代表

が参加しているのを目のあたりにして，スペイ

ンにはそのような組織が存在していないことに

対するなげきであり，会議中にはかのイタリア

語でさえとびかっているのに，カスティリャ語

は全く聞えてもこないことに対する屈辱感が吐

露されている。さらに遅れをとっているという

焦燥は，近年めざましい未開の地の探険とその

地理的情報の蓄積に関連して一層顕著に表明さ

れている。世界の探険史において新大陸発見と

いう栄光をもっスペインが，今や列強の最大の

関心となっているアフリカ大陸に対しては出遅

れ，この遅れを取り戻すことの必要性が強調さ

れるのである。第2の特徴は，地域研究がもっ

ている意味に関連している。国外に対して向け

られた探険と地理的情報の蓄積の目を圏内にも

向けることの必要性である。隣国フランスの地

理学がはるかに進歩した水準にあるにもかかわ

らず，対独戦争に敗北した原因を教訓としてと

期解決をはかるためにあるいは未然に防ぐため

にも地理学的な地域研究が有効であることが指

摘されている。このような地域研究の方法は，

キューパ，フィリピンなどの海外領土にも拡大

され，植民地統治に応用しうることも付け加え

られている。第3の特徴は，地理学の発展にか

かわるものである。今や単なる異郷の地のエキ

ソシズムに対する関心だけではなく，国民すべ

ての社会階層にとって有益な一般地理学の進歩

を知らしめること，かつてのような百科事典的

記述としてではなく説明するための体系を構築

することの重要性が説かれている。以上のよう

な状況の下で，地理学にかかわる研究は，持続

的に継続されることが必要で、あり，会議や定期

的出版物を通じてその結果を発表し，知識を一

般に普及するための組織として学会を位置づけ，

その創設を呼びかけたのである。

創設会合における参向者は D.Antonio 

Aguilar(天文観測所長)， Sal vador de Albacete 

(検事)， A. Alvarez de Araujo (陸軍第1補

充兵団長官)， Fermin Caballero (前内務大臣).

Carlos Campuzano (道路建設学校長官)， M. 

Fernandez Castro (スペイン地質図研究所長

官)， Carlos Ibanez (地理研究所長官)， Ma. 

nuel Moreno (統計顧問委員会委員)， Claudio 

Montero (水路測量部長官)， Agustin Pascual 

(山地測量顧問委員会委員長)， Tomお deRe. 

yna (砲兵隊少将)， M. Maria del Valle (地理

歴史学講座教授〉であった。

組織づくりのための委員会が2月6日に開催

され，そこで会則，定期刊行物の発行〈年6

回，発行部数は4月29日委員会で創刊号を除き

1，500部と決定される。創刊号は2，000部)， 評

議委員会の選出の日程，会員募集等が議題とさ

れている。 3月5日に第1回総会が開催され，

続いて， 3 月 24~27日にかけて会長 1 ，副会長

4，書記4，評議員24が選出され，初代会長に
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は， FermIn Caballero，副会長には F.Coello， 

'Carlos Ibanez (辞退により次点の Eduardo

Saavedra~C) ， Claudio Montero， A. Fernandez 

，Guerraが選出されている。さらに4月8日の

委員会で，毎月第1・第3土曜日に定例会を開

催すること，年開会費を120レアーレスとする

こと定期刊行物 BoletInには，地理学と関連分

野の論文を掲載すること，学会賞を設けること，

地理学文献・地図の収集を行なうことなどが決

定され，協会の基本的的骨子がほぼ決定され，

以後活動は軌道にのっていく。

2. 会員1j121

F. Coelloと Saavedraによって作成された

会則は，すでに長い歴史をもっパリの Societ己

，de Geographie， ベルリンの Gesellschaftfur 

Erdkunde， ロンドンの RoyalGeographical 

Societyおよび歴史は新しいが，ローマの Societa

'Geografica ltalianaをモデルとし， その内容

は多くの点で類似したものになったことが説明

されている。会則は30条にわたっているが，主

要な項目を要約すると以下のようになる。

国家の重職にある者，協会に加入するには高い

社会階層に属する者に名誉会員の称号を付与す

る。協会あるいは地理学に対して優れた活動を

成した者にも同様の称号を付与する。

第28条(賞〉資金が確立次第，年間第1等賞

2，第2等賞2の賞を選定する。

第30条(運営資金〉会誌販売および寄付。

すでに記したように，歴史の古い学会の会則

を参考にして作成された上記会則は，当然のこ

とながら，それらと共通性をもち，当時の学会

の歴史的特質を表わしているが，その点につい

ては本章の最後で要約したい。なお，協会名に

「スペインの」という語がいれられていないこ

とに対する論議がなされているが，今後，類似

の団体が他でも創設される可能性もあることか

ら同語を冠することを避けたと説明されている。

3. 会員構成およびその推移
創設年の会員数は629人であるが，この中に

は名誉会員としての Toreno伯爵， La Acade. 

mia de la HistorIa会長A.Vinavides，フラ

ンスアカデミー歴史学部門の名誉会員 Viven

第2条(目的〉地理的知識の発展と普及の促 de Saint-Martinを含んでいる。普通会員の社

進を図る。 会構成を職業によって分類すると， 6つのカテ

第3条(研究〉協会は，スペイン領土および ゴリーに大別できる(表2参照〉。

その諸県，あるいは海外領土の研究を優先的に 最も多いのがEの民間技術者集団で，その内

行い，同様にすでに重要な関係が存在する諸国 訳は，道路建設技術関係81，山地・鉱山開発技

あるいはそれを促進するのが適当とみられる諸 術関係59となっている。これに続くのがNの軍

国の研究にも従事する。 関係技術者集団で，陸軍関係者71，海軍関係者

第4条(方法〉定期的総会・例会の開催，定 40の他，参謀本部直属の軍人も含んでいる。 I

期的機関誌の発行，……地理学文献の収集を行 に分類した専門的科学者集団は，その専門を具

なう。他の地理学協会や同じような研究に従事 体的に記していないのが45あり過半数以上を占

する組織との関係を維持し，探険家・旅行家に めているが，記されているものの中では歴史が

可能なかぎりの援助と知識とを提供する。 多い。この時期には，未だ大学に専門的な地理

第四条〈会員〉協会は，住所がどこで、あれ通 学講座が設置されていないため，地理学に関し

。常会員によって構成される。外国人であっても

スペイン人と同じ会員資格が認められる。-

5月総会の1カ月前に加入した者は，創立会員

を称号を付与する。

第22条(名誉会員〉優れた業績や探検を成し

た外国人に名誉会員の称号を付与する。

第23条(名誉会員〉国王あるいはその親族，

ては，地理学と数学を専門とするという 2例が

みられるにすぎない。このような状況は， IIに

含めた地形図作成に関する技術者集団とともに，

1870年代におけるスペインの地理学界を反映し

ているといえよう。この点は，地理学協会創設

に参同者として名を連ねた人達の社会的カテゴ

リーからも推測できることではあった。さらに，
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図1 マドリッド地理学協会会員数の推移(1876-1901)

注) A:創設会員数
B:スペイン人会員数
C:外国人会員数

表2 マドリッド地理学協会会員の職業に
よる社会的構成の変化

(単位:%)

社会的構成

I.専門的科学者集団

II.地形図作成技術者集団

ill.民間技術者集団

W 軍関係技術者集団

V.政治家・外交官

VI.その他
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を中心としているが，後に述べるように，結局，

学会構成員の主要な基盤をなしたのは，スペイ

ン国土全体をおおう大縮尺の地図作成を担った

技術者集団であり，その国家的事業はマドリッ

ドを中心としていたことの結果でもある。外国

人会員の内訳は，ラテンアメリカ22(キューバ

16，プエルトリコ 4，その他2)，フィリピン6，

アフリカ 2 ，ヨーロッノ~11， その他7であっ

た。 キューパ， プエノレトリコ， フィリピンな

ど，植民地諸国における会員が大部分をしめて

し、る。

図Hこ明白なように，創立時に626人を擁し

た会員数は毎年減少を続け， 1888年には 281人

Nに一括したその他の集団のうち，数としては となった。 90年代にわずかながら増加に転じ，

少ないが探険家・旅行家がみられること，また 360人台を維持したが， 98年以降再び減少傾向

数多くのアマチュアの加入は，スペインだけで、

なく，この時期における地理学会の特徴を示す

ものとして無視できない。

会員の居住地をみると，マドリッド以外のス

ペインが181，外国48で， 圧倒的にマドリッド

にある。このような減少は，創設会員(会則に

より特別に規定)の著しい減少に起因しており少

それを補うだけの新規会員の拡大をはかれなか

ったことを物語っている。対照的に，外国人通

信会員の増加が顕著で， 1893年以降，外国人会
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員数はスペイン人会員数と逆転し，その差は拡

大し続けている。このような推移の実態を，

1901年の会員リストを参考にみてみると次のよ

うな指摘ができょう 13)。

①外国人会員数の増加。 199人のうち35人は

名誉会員で F. リヒトホーへン， E.ルヴッ

ソール， E. ルュグルなど16人の著名な地理学

者， E. H. スタンレーなど7人の国際的な探

険家・旅行家を含んでいる。通信会員の46人は

その職業が不明であるが，それを除くと，専門

的科学者集団(1)と外交官・官吏集団 (V)

が，各々32人と最も多い。表2に明らかなよう

会の拡大・発展を制約していたのが明白となる。

近代地理学を受容する制度的枠組の整備は急務

であっtc.。

スペイン国内における一般会員拡大の限界を

補完するものとして，機関会員の存在は無視で

きない。後に述べるように，同協会の財政的基

盤の確立と切り離せないことであるが， 1901年

には， 54機関が購読会員となっている。しかし，

その具体的内容は，軍関係および国家レベルで

の行政関係省庁の図書館がほとんどで，教育機

関には全く浸透しておらず，地理教育普及に対

する同協会の直接的影響の希薄さを反映してい

に， (1)の割合が顕著に増加しているが， (1) る。

にはヴィダル・ド・ラ・ブラーシュをはじめ15 ④階層的会員構成。 RoyalGeographical So-

人の地理学者が名を連ねており，名誉会員であ cietyに範をとり，当初から王室による特権的

る16人の地理学者とともに，地理学会としての 庇護を名目的にとっており，さらに，会則に名

存在の根拠を外国人地理学者が代弁している感 誉会員の認命を唱っている以上，組織構成が階

を与えている。

②ヨーロッパにおける外国人会員の増加。

1898年，ラテンアメリカにおける最後の植民地

キューパとプエノレトリコを喪失した結果，植民

地における会員は，モロヅコの3人のみとなっ

た。歴史的つながりから，ラテンアメリカが総

数としては多い。国別ではフランスが25人と最

も多く，ポルトガルが16人と続いている。多く

のフランス地理学者が名を連ねていることは，

当時のフランス地理学の導入によりスペインに

おける近代地理学の確立を目ざしたマドリッド

地理学協会の立場を示している。

③スペイン地理学の後進性。スペイン人会員

の社会的構成をみると，民間・軍関係の技術者

集団 (illとRりが，ほぼ同数をしめ，主体をな

していることは，基本的に社会的構成が創設時

とほとんど変化していないことを表わしている。

専門的地理学者として記されているのは，同協

会の活動を積極的に担った， R. Beltran y Ros-

pide， R. Torres Campos の他3人にすぎな

い。地理学関連分野を加えても，地理統計所前

所長および地理学者2人のみである。

スペインにおいて，高等教育での地理教育の

確立・専門的地理学者の育成の立ち遅れが，学

層的になるのは必然ではある。しかしその傾向

が，年を経るに従い強くなっているということ

は指摘できょう。創設時には既に記したように，

名誉会員は4人であったが， 1901年には42人に

達し，一般会員数に比してアンバランスな構成

となっている。このことは，著名な外国人地理

学関係者を名誉会員に推薦するという方法を通

じて，国際的にスペインを代表する地理学会と

しての地位を確立することに目がむけられてい

た当時の同協会の性格を物語っているともいえ

る。

4. 財政的基盤
学会財政の収支の推移は，表3に示す通りで

ある。収入の大部分は会員会費によって賄われ，

支出の大部分は会誌編集費が占めている。表4

に示すように，会員数と比してみた場合，会員

1人当たり予算額は， Societe de Geographie 

の約32マルク， Gesellschaft fur Erdkundeの

約30マルクに対して28マルクであり，ほぼ前2

学会に匹敵している。従来マドリッド地理学協

会の財政基盤に関して，当時の多くの学会が中

央政府からの補助金を受けていたのに対し，同

協会はそれを受けていないことが特色とされて

きた凶。会則30条にも明記され，運営資金は会
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誌販売と寄付であり，王室による庇護を受けて 財政的援助が当時の学会に共通する特色であつ

いても，名目的で実質的財政的援助は受けてい たことを考慮するとその感が一層強まるかも知

ない。ロシア帝国地理学会が，総予算の約26% れなし、。マドリッド地理学協会が， 1901年に，

を政府補助金によっていることや，政府による 商業地理スペイン協会 SociedadEspanola de 

Geografia Comercialと併合し，王立地理学協

会となってから政府の財政的後援を受けるよう

になったことはすでに記した。しかし，これ以

前にも別の形態で間接的援助は受けているので

ある。 1878年にすでに，内務省による会誌買い

上げという形態で， 6，000ペセタが予算に計上

されている(当時の会員の一括払い年会費は250

ペセタ〉。総予算の約25%に達している。年に

よってその額に変動があるとはいえ，相当額が

例年計上されており，財政的基盤の確立に果し

た役割は無視できないであろう。

Royal Geographical Societyの主要な目的

が，興味深いかつ有益な地理的事実および発見

に関する出版活動，探険の後援，探険家の教育，

図書や地図のコレクションにあった15)ことを想

起するe，以上のようなマドリッド地理学協会

の創設および活動の骨格づくりは，当時の先進

的な地理学会と共通点を有する。同協会が，ロ

表 3 マドリッド地理学協会財政報告

(単位:ベセタ〉

年 予 算 決 算

1876 15，872 7，850 

78 14，589 9，869 

1880 21，457 15，111 

82 17，999 17，999 

84 16，437 16，437 

86 17，048 13，719 

88 16，595 14，072 

1890 15，051 12，165 

92 13，869 10，444 

94 12，852 12，019 

96 9，477 9，682 

98 12，140 11，315 

1900 21，817 13，177 

資料:Boltin de la Sociedad Geografica de 

Madrid各巻会計報告より作成

表4 1878年における主要学会の会員数および財政

学 会

ロシア帝国地理学会(サン・ベテルスフツレグ)

Royal Geographical Soeity (ロンドン〉

Societe de G品ogaphie(パリ〉

Amercan Geographical Society (ニューヨーク〕

Instituto Historico e Geogr五fico(リオ・デ・ジャネイロ)

Gesellschaft fur Erudkunde (ベルリン〉

Societa Geografica ltaliana (ローマ〉

Sociedad Mexicana de Geografia (メキシコ〉

Societe de Geographi;) (マルセイユ〉

Sociedad de Geografica de Madrid (マドリッド〉

Soci品tede G己ographie(リヨン)

So:>iete Belge de Geographie (ブリュッセル〉

Gegraphie Gesellschaft (ウィーン〉

Kon Dauske Geografiske Setskab (コベンハ}ゲン〉

SociるtるdeGeogaphie Commerciale (パーデン〉

会員数

664 

3，334 

1，624 

1，200 

60 

730 

1，476 

345 

500 

550 

430 

831 

348 

900 

1， 120 

(単位:人，マルク〉

予算総額 |政府補助金額

181，960 I 48，460 

169，000 10，000 

53，000 ! 

50，000 

36，938 

22，500 

21，692 

17，670 

17，600 

15，800 

15，220 

14，368 

13，184 

10，575 

10，24θ 

1， 500 

17，670 

4，000 

4.000 

200 

1，125 

600 

出典注 5) H. Capel Saez p. 187 
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ンドン，ノ刊の地理学会に範を取ったことから

当然の結果ではある。最後に共通する活動方法

このアトラスは，各県を対象に1: 200，000のス

ケールで、作成されたものである(海外領土県は

として指摘しておきたいのは，講演会による例 1 : 1，000，000のスケール)。既存の地図，とく

会方式を活動の中心的形態としていたことであ にフランスにおいて彼が収集したもの聞を基礎

る。同じように RoyalGeographical Society にした修正図ではあるが，イサベルE世治下，

に範をとった東京地学協会も，通常例会方式を その作成が著しく遅れていたスペインのナショ

とり「異国の旅行見聞談」が主であって，これ ナル・アトラスの刊行を切望していた穏健派の

を『聞いて楽しむ』という要素があったと想像 要求を充たすには十分であった。のみならず，

されるJ1Sleいう指摘に共通する。「日本の諸国

体，とくに学術的団体としては稀有例外なこと

であるが，西欧社会の団体ではごく当り前のこ

とであった。J17l のであろう。

E マドリッド地理学協会活動と地理学

当時の段階では満足すべき水準にあるものであ

ったといえる。 F.Coelloに対するリヒトホー

プェンの地図学者としての評価も同アトラスに

基づいている。 F.Coelloの活動は，ナショナ

ルなレベルで、の地図作成とそれに関連した国土

の測量に没頭した初期の活動とその後のマドリ

本章では，マドリッド地理学協会の活動につ ッド地理学協会における活動とに大別できる。

いて， (1)中心的活動を担った F.Coello， それはまた，同協会の初期の歴史的性格を規定

(2)同協会が果した役割に焦点をあて，当時 するのに少なからずの影響を与えている。した

のスペインの地理学界の状況と関連づけながら

検討を試みることとする。

1. F. Coelloとマドリッド地理協会におけ

る活動

Francisco Coel1o de Portugal y Quesada 

(1822-1898)は， マドリッド地理学協会創設

に尽力し，初代会長 FerminCabal1eroが創設

後3カ月で没してから，その後を継ぎ， 1876-

1878年および1889-1898年聞に会長職を勤め，

同協会の初期を誰よりも代表する人物であっ

た。本節で F.Coel1oに焦点をあてるのは，彼

の活動を通して当時のスペイン地理学界の状況

を照射し，そのことにより，同協会の性格を歴

史的に位置づけることが可能と考えるからであ

る。

1898年，マドリッドで没した F.Coel1oに対

して寄せられた Societede Geographie， Royal 

Geographical Society， American Geographical 

Societyの機関誌上における紙牌は1ペ当時の

スペインを代表する地理学者として国際的に著

名であったことを物語り，彼の業績として高く

評価されたのが1863年に公刊された『スペイン

および海外領土のアトラス Atalsde Espa五ay 

ae sus Posesiones de UltramarjJであった。

がってまず，地図作成にかかわった F.Coello 

の初期の活動に焦点、をあてて以下に詳述した

L 、。

職業軍人として出発した F.Coel1oは，カル

リスタ戦やスペイン政府派遣のフランス軍補佐

官としてアルジエリア戦に参加し，戦績をあげ

た。軍人として将来を嘱望されていたが中途で、

退役し， 1846年からは技術局 LaDireccion 

General de lngenierosに移籍し，地図作成に

着手する。以後の彼の活動は，現役軍人として

ではないまでも軍部に所属しながら陸軍技術者

として科学的研究に従事するというものであっ

た。前述の「アトラス』の仕事を続ける一方，

1853年には統計委員会の一委員として D.

Francisco de Luxan， D. Agustin Pascual と

ともに『スペインにおける地理的・地質的・農

業的概要 Resenasgeograficas， geologicas y 

agricolas de EspanajJを纏め，また1855年には

この期を代表する『スペイン半島部における船

舶と鉄道の一般的交通路に関する計画Proyecto

de las lineas generales de navegacion y de 

ferocarriles en la Peninsula EspanolajJとL、

う500頁に達する大部の報告を刊行している。

1861年には，測量・土地台帳作成委員会の委員
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長に任命され，国土の三角測量の実施，および 地図作成はかなり進んでいたが，本国の膝元の

緊急、を要していた土地台帳の作成に力を尽して 領土がピレネ一山脈を越えて陸上から侵略され

いる。とくに遅々として進展しない土地台帳作

成に関しては，マドリッド地理学協会機関誌

Boletinでもそれが有する社会的意味の重要性

を繰り返している。その主張の基本的立場は，

スペインの後進性に対する焦燥感に満ち，いか

に他の先進ヨーロッパ諸国なみにスペインを近

代化ずるのかに苦慮する「進歩的」近代化論者

と立場を共有するものであった。

F. Coelloの地図作成にかかわる活動は，高

等教育機関における専門的地理学者集団が輩出

する以前の段階で，マドリッド地理学協会の会

員の主体をなしたのが，地図作成に係わった技

術者集団であったことと無関係ではない。多く

の地理学会が創設された1870年代の地理学は，

人間と自然現象を総合する科学として，地理学

論の内的発展に新しい要素が加わり，近代地理

学確立の萌芽がみられたものの，多くの場合，

社会において地理学がおかれていた立場が未発

達な状況の下で， 18世紀までの地理学の流れを

踏襲している移行期にあったと考えられる。し

たがって，近代地理学の発達にとって重要な地

図作成のための機関あるいはそれと密接な関連

をもっ統計資料収集の機関が制度的に整備され

ていく過程は，スペインにおいて地理学会が創

設されるにいたるまでの経緯を考察する鍵とも

なる。同時に，後進的スペイン社会の近代化過

程を地理学史の一側面から跡づけるという興味

ある課題に接近する一歩ともなろう。したがっ

て以下にこの問題について簡単に素描しておき

t.::.I， 、。

スペインにおけるナショナルな大縮尺の地図

作成が，とくに，フランスに比しでかなりの遅

れをとっているという認識は，すでに19世紀初

めから軍部の開明的近代化論者の中にはあっ

た20)。その契機となったのが，ナポレオンによ

る侵略であった。 18世紀末からのラテン・アメ

リカ植民地における独立運動の昂揚，イギリス

帝国の覇権の強大化により，海からの攻撃に対

する防衛に関心が向けられ，海洋図，沿岸部の

る可能性に対しては無防備であったといわれ

る。このような国防上の問題，さらにマドリッ

ド地理学協会創設の際に F.Coelloが明言した

ように国内における内乱等の治安問題が加わり，

大縮尺の地図作成を緊急課題とする歴史的社会

的要因が醸成されたのである。具体的には，

まず第1に， 1833年の近代的中央集権的行政機

構確立のための県 provincia制度の導入に伴い，

県境を正確に画した地図の作成が急がれたこと，

第2に，最終的には1855年の P.Madozによる

「永代所有財産」解放令 desamortizacionに代

表されるように，農地の私的所有権確立に伴う

正確な土地台帳の作成の必要性，第3には，鉄

道をはじめとする近代的交通・通信網の整備に

伴う測量・地図の作成の必要性，第4に，始動

しはじめた資本主義経済の発展に不可欠な鉱山

資源の開発に必要な情報の収集等であった。ス

ペイン社会の近代化過程の推進，ナショナリズ

ムの昂揚と結びついた国土の再編に伴う国土管

理の一貫として，地図作成機関の制度的確立を

位置づけられよう。

以上のような状況を背景に， 1853年，内務省

にスペイン地図作成幹部会 la]unta Directiva 

de la Carta Geografica de Espanaが結成さ

れ，フランスに範をとった委員会(後に地図委

員会 laComision de la Carta)を構成したが，

ナショナル・マップ作成は陸軍省に委任されて

いる。以後，スペインの地図作成は，軍部と文

民レベルの機関で、主導権をめぐり確執が繰り返

されるが，これは地図作成のみにかかわる問題

でなく，国家組織においてあるいは社会生活に

おいてもスベインを特徴づけるデュアリズムで

あった。 1856年，統計委員会 LaComision de 

Estadisticaが設立され，その長官に Carlos

Ib五五ezde Ibero e Ib五五ezde Ibero (以下Ib五五ez

de Iberoと記す〉が任命され，同時に地図作成

も同委員会に統合され，さらに1859年国土測量

令公布に伴い，地図作成の責任は，陸軍省の外

部におかれることになった。しかし， 1866年，
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P. Madoz， F. Coello， F. Caballero等により

地図作成がもっ軍事的意味から反対意見が出さ

れ，再び権限は参謀本部に移譲され， 1869年に

らみて，近代地理学確立以前の一時期を画した

百科辞典の刊行が注目されるが， P. Madozの

同辞典は，スペインにおいても18世紀に陸続し

スペインにおいて最初の科学的な地図とされる た百科辞典の刊行211の最後を飾るにふさわしい

1 : 200，000スケールの軍事用地図が完成され ものであった。 1845年に第1巻が上梓され最終

ている (1922年までに全国110葉を完成〉。他方， 巻が刊行されるまで15年11ヵ月を費やしたので

Ib缶ezde Iberoは， F. Coelloとは立場を異

にし，地図作成のためには，マドリッド天文台

と1853年以来の地図委員会の下で育成されてき

た約300人の測量技術者の協力が必要と考え，

1870年に設立された統計局の下での地理研究所

Instituto Geografico (1873年 Instituto Geo. 

gr五ficoy Estadisticoに改組〕で活躍する。こ

の地理研究所設立により，軍部から切り離され

た1: 50，000スケールの地図作成が行われ，

1875年に最初の一葉マドリッドが公刊されてい

る。以下のような経緯は基本的には当時の政治

状況を反映するものであり，政界における穏健

ある。この辞典用の地図作成が F.Coello に依

頼され， 1850年段階で， F. Coelloは6葉の地

図をすでに完成していたとされるが，最終的に

は主に軍事的理由から公刊されることはなかっ

たとされている(各県を対象とし，そのスケー

ルは 1: 280，000)0 P. Madozが辞典の刊行を

試みた背景には，まず第1に，フランスにおけ

る百科辞典の水準の高さに触発され，スペイン

国内の現実を正確に記述することに関心があっ

た。その根底には混乱を深める社会的状況を打

開するための秩序の確立に役立てたいというこ

と，繰り返される現実から講離した不毛な政治

派と進歩派との対立を示すものであった。前者 的イデオロギー的闘争に終止符をうちたいとい

は，地図作成をすべて陸軍に中央集権的に統合 う願望があった。しかし， F. Coelloの立場は

しようとする立場を代表し，後者は，参謀本部 微妙に異なり，彼の目は主に海外領土に対する

と地理研究所の2つの中心に地図作成を分散し， スペインの主権確立と防衛に向けられ，そのた

陸軍の干渉を排除しようとする立場を代表して めには，例えば，同辞典に記された海外領土の

いたのである。 1870年の地理研究所の設立は，

穏健派の政治的失脚の結果であった。

国境線の確定に関してスペインのために修正が

なされることもあったのである。それは，まさ

Ibanez de Iberoは， 1891年まで地理・統計 にこの時代を特徴づける他のヨーロッバ諸国に

研究所長官としてその任を果したが，すでに記 おける帝国主義的拡大と植民地分割に対する関

したように，マドリッド地理学協会との関係は， 心と軌をーにするものであったといえる。 F.
創設の際，副会長に推挙されたが，激職にある Coelloの地図作成に対する関心の根底を規定

ことを理由に辞退したのちたち切れている。 し，彼の活動のもう 1つの柱をなすコロニアリ

以上のように， 1870年代には地図作成に関わ スタあるいはアフリカニスタとしての彼の別の

る専門家集団がかなり形成されており，その中 顔を象徴するものであった。

でもとくに，軍関係の技術者集団が， F. Coello 

の影響をうけ，マドリッド地理学協会に参画し

たのである。前章3節において示した会員の社

会的構成のlVに相当する部分である。

最後に， F. Coelloの地図作成に関連し付言

しておきたいのは P.Madozの『スペインお

よび海外領土の地理的・統計的・歴史的辞典

Diccionario geografico-estadistico e historico 

de Espanaj]のための地図である。地理学史か

F. Coelloのアフリカに対する関心は，既に

記したように，未だ軍籍にあった時に加わった

フランスのアフリカ委員会 laComision de 

Africaでの経験に始まる。同委員会は， 1844 

-1845年にモロッコからチェニスまでアルジエ

リアを踏査し，その結果を見聞き1，500頁に及

ぶ浩持論な『アルジエリアに関するメモリア』と

いう報告書として残した。それに付された30葉

の地図は F.Coelloの手に成るものであったが，
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記された情報の性格からともども公刊されるこ

とはなかった。その後， F. Coelloとアフリカ

との関係が華々しくなるのは， ヨーロッパ列強

諸国の帝国主義的植民地分割が激しさを増すさ

なか， 1876年にベルギーのレオポルドE世の主

宰によって結成された「アフリカ探険協会」の

スペイン支部 laAssociacion Espa五olapara 

la Exploracion del AfricaがアルフォンソXII

世を冠して創設された1877年である。 F.Coel1o 

確立等の問題との関連で検討を試みたい。

2. マドリッド地理学協会の活動と果した役

割

機関誌 BoletIniこは，①通常例会での報告を

基に著された論説，②メモリアと題する地理に

関する展望，③地理的情報を提供する雑録，④

評議員会会議録等の協会関連記事が掲載されて

L、る。

本節では，論説を中心に分析を試みることに

はその支部の副会長に就き，会則の策定にあた するが，その前に②メモリア，③雑録に関して

っている22)。さらに「スペインアフリカニス 簡単にふれておきたい。

タ・コロニアリスタ協会 laSociedad Espa五ola メモリアの執筆者は， F. Coello (BoletIn 1 

de Africanistas y ColonialistasJ (1885年結成 ~N) ， C. Fernandez Duro (Boletin V~羽)，

96年に植民地地理学協会 laSociedad de Geo- MartIn Ferreiro (BoletIn VllI~XXXVlI)， R. 

grafia Colonial となる〉の会長職をつとめ TorresCampos (BoletIn XXXVllI~XXXXI) ， 

1892年には大会委員長として「イスパノ・ポル R. Beltran y Rospide(BoletIn XL~ XLInで，

トガル・アメリカ地理学会議 elCongreso Geo・ マドリッド地理学協会の実務を中心的に担って

gr五ficoHispano-Portugues-AmericanosJを きた会員で、ある。なかでも，執筆様式を決定し

新大陸発見400周年を記念して開催している。 た F.Coel1oによる 1巻のメモリア， R. To司

このような F.Coelloのアフリカニスタあるい rres Campos の XXXXI~XL 巻に掲載された

はコロニアリスタとしての活躍が，マドリッド

地理学協会の活動にどのように影響を及ぼした

のか，この時期の同協会の歴史的性格を判断す

るのに重要な関連をもっている。同協会が，ア

フリカニスタ・コロニアリスタのプロパカ*ンダ

の場であり，その役を担ったという指摘は一つ

の結論であろう。R.Torrse Campoが F.

Coelloの死を悼んだ紙牌は，計らずもこの見

解を明瞭に示す結果となった。 F.Coelloが率

いたマドリッド地理学協会は 1地理学を教授

する学校であり，スペインの主権・歴史的権利

を脅かす国際的係争問題に対処するために政府

に必要な情報を提供するセンターであり，スペ

インの国外・植民地における活動を支持しそれ

を広く知らしめ，探険・旅行を後援する23)Jも

11897年の地理学J，R. Beltran y Rospideの

XL 1 ~XLII巻に掲載された1"1898年の地理学」

と各々題されたメモリアは長文のものとなって

いる。スペインから始まり，ヨーロッノちアジ

ア，アフリカ，アメリカ，大洋チ1'1，北・南極と

地域別に各国の状況が記されているが，地理的

事実として関心の向けられた記載事項は，探険，

側地・地図作成状況p 地理学会活動状況に係る

ものが多く，それらの地理的事実を理論的に再

構成するのではなく，情報提供として記述され

ているにとどまっている。その情報入手の出典

は明らかでない。ただし， R. Torres Campos， 

R. Beltr合1Y Rospide の1897，1898年のメモ

リアになると参考資料が付され(各国学会誌が

多い)， また， 初めに当時の地理学理論を紹介

のであった。 し，理論的関心を示しているが，その視角から

次節では，マドリッド地理学協会機関誌 Bo- 後半の大部分を占める地理的事実の記載が試み

letIn に掲載された内容を通じ，同協会が果し られているわけではない。

た役割を帝国主義的拡大との幹において一面的 記録に関しては，様々な情報が記されるが，

に規定するのにとどまらず，次の時期につなが 注目されるのは，植民地に関する情報，スペイ

る近代地理学の導入・受容，地理教育の制度的 ンのセンサス結果などの統計資料の転載，地名
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のカスティリャ語による記載方法の統ーなどで

ある。地名の記載に関しては，外国地名に限ら

ず，スペイン各地域の地名記載をどのようにす

るのか，決して容易な問題ではなかったので、あ

る。

論説として掲載された各々の論文の主題は，

この期 (1876-1901)のマドリッド地理学協会

の活動と密接に関連し，その活動の意図を反映

している。取り扱われている主題の内容を分類

すると，論文数の多少にしたがい，③アフリカ・

植民地に関する報告，⑥歴史地理的研究，@地

の通商路の確立・植民開拓であった。かつての

広大なラテン・アメリカ植民地を失い，最後の

植民地アンティリャ諸島，フィリピンをめぐっ

てアメリカ合衆国の覇権と対峠していたスペイ

ンにとって，アフリカは，没落しつつある帝国

の再生を求める活路であったのである。その理

的的唱導者がホアキン・コスタ JoaquinCosta 

であった。ここで問題となるのは，前節の最後

に指摘したようなマドリッド地理学協会の歴史

的位置づけに関連し，上述のようなアフリカを

めぐる社会的状況に対する同協会の対応であ

理学国際会議に関する報告，@地理学の効用・ る。具体的には，アフリカ探険委員会スペイン

地理教育に関する研究に大別できるが，③に関 支部と同協会との関係である。同協会内部に亀

する論文数が非常に少ないのがこの時期の特徴 裂を引きおこさなかったわけではない。 1878年

となっている。以下，上記の配列にしたがい， 月9日の評議員会において， F. Coelloは，同

さらに内容を具体的に検討したい。 協会の目的は，地理学的問題の研究にありp 探

@アフリカ・植民地に関する報告 R.B巴lt・
ran y Rospideによって纏められた総目録のう

ち「地域別分類項目」を参照しでも，アフリカ

についての情報量が他地域を圧している24)。中

でもモロッコ，ギニア湾岸地域が多い。 1870年

代初めのスペインにとって，アフリカに対する

最大の関心は，モロッコ占領の決め手となるサ

ンタ・グノレス・デ・マル・ぺケーニャ(カナリ

ア諸島対岸)とスエズ運河をてフィリピンへの

通商ルート確保のための紅海沿岸に向けられて

いたことによる。アフリカ探険委員会支部は，

このような状況下で結成されたのであり，アル

フォンソXlI世および同支部後援の下に，上記2

地域への探険が組織されたのである。 1878年の

ガテルによるプラスコ・デ・ガレイ探険(イフ

ィニとサンタ・クルス・デ・マル・ベケニャの

調査と目的〉および1879年のアバルゲス・デ・

ソステンによるアピシニア探険(紅海沿岸調査

を目的)であった。これらの結果は，マドリッ

ド地理学協会通常例会で報告され， BoletInに

掲載されたE九 1870年代のアフリカ探険は，そ

れ以前の探険と性格を異にし，科学的調査・発

険の仕事はアフリカ探険委員会支部の事業であ

ることを認めつつも，それに無関心で、あること

はありえず，地理的知識の普及の点からも Bo-

letInを通じてかかわっていくことの重要性を

指摘している2ぺ同協会は，イタリア地理学会

のように直接的に探険隊を組織するだけのフォ

ンドをもっていなかったのである問。フランス

地理学会の要請により， F. Coelloは， 19世紀

におけるスペインの探険・旅行をリストアップ

したが，同世紀末の探険はいずれもアフリカ探

険委員会支部の後援によるものであった2ヘ
BoletInはこれら探険・旅行記を掲載している

が，アフリカに関する掲載論文を特徴づけるも

う1つの内容は，係争となっている植民地分割

のスペインの正当性を史資料を駆使して裏づけ

ることであった。 C.Fern五ndezDuroのアフ

リカ北西海岸沿岸への探険について記した論文

がその代表である29)。

アフリカに対する関心は，スペインの国益に

合致するものであり，マドリッド地理学協会に

とっても無関係でないという見解は， F. Coello 

に固有のものではなく，同協会の活動を中心的

展への貢献を標梼してはいるものの，その使命 に担った R.Torres Campos， MartIn Ferreiro， 

は，アフリカの文明化=ヨーロッパ化を旗印に Adolfode Motta， Fernandez Duro等によっ

祖国主権の確立であり，経済的利益獲得のため ても， BoletInの協会関連記事で繰り返し強調
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されている問。その意図が，関心の低い世論の

換起であったことは言うまでもない。このよう

な傾向を鼓舞したのがJ. コスタであったので

ある判。コスタは， 1883-1885年間，マドリッ

ド地理学協会会員として重要な位置を占め，

1833年5月の評議会で，マドリッド地理学協会

は創設後7年を経て今や初期の活動段階を終え，

アフリカ大陸の探険と開拓に向けて世論を喚起

すべき新たな段階に入るべきと提案し，同協会

の重鎮を動かし，マドリッドで「スペイン植民

地・商業地理大会 elCongreso Espanol de 

Geografia Colonial y Mercantiljを組織した

のである。参加者は1，200に及び， Coello， F巴・

rreiro， Rozpide， Concas， Ami， Rodrigues， 

Montes de Oca， Fernandez Duro等を中心に，

とくにモロッコに関する植民地政策問題が報

下に側応するものであった。決定的になったの

は， キューパ， フィリピンを失った1898年で

ある。周知のように， 1898年はスペイン史にと

って重要な節目となったが，その歴史的瞬間に

遭遇し，マドリッド地理学協会はどのような反

応をしたのか興味のあるところである。 1898年

のメモリアでR.Beltran y Rozpideは，こ

のような危機に直面し，マドリッド地理学協会

は，スペインの植民地政策に新しい方向と地平

を聞くのに役立つであろうこと，植民地に関連

する資料や教育を普及するのに重要な役割を果

してきたことを明らかにさせるべきことを述べ，

また Gonzalode Reparazは，植民地を失なっ

ては地理学はありえないと明言している問。

⑥歴史地理的研究

歴史地理的研究の動向も③を特徴づけていた

告・討論された。 18項目にわたるモロッコ植民 間協会の歴史的性格と無関係ではなし、。論文内

地政策が政府に提言されている。翌年1884年に 容からまず第1にあげられるのは，探険・旅行

は， F. Coelloを大会組織委員会として，同様

の大会がグラナダのアルハンブラ宮肢で開催さ

れ，ギニア湾岸地域，サハラに関する問題が論

議されている。 1884年，アフリカ探険委員会支

部はモロッコに関する提言を議会に送ったが，

マドリッド地理学協会をはじめとして，その主

旨に賛同した国内外32団体による議会への同様

の請願をなさしめている問。

1883-1884年に頂点に達したアフリカに対す

る関心は，その後のコスタの関心の衰退ととも

に同じ命運を辿どる。その背景には，スペイン

政府にとってアンティリャ諸島やフィリピンの

死守が最大の問題となり，アフリカどころでは

に関するもので，この分野におけるスペインの

業績を知らしめることを意図している。例えば，

A. C五novasde Castilloや Raday Delgano 

の JuanSebastian del Elcanoに関する論文，

スペインによるサンドウィッチ・ハワイ諸島の

発見についての MartinFerreroの論文，中世

におけるスペイン旅行家をとりあけγミA.Lasso 

de la Vegaの論文，外国人による 15世紀のス

ペイン旅行を記した J.Facundo Ria五oの論文

などはその代表的な例である。イタリア語版か

らではあるが， 1519-1522年のA. ピガブェツ

タ世界一周を翻訳・解説した D.Walls y Me・

rinoの仕事もこの範曙に入ろう 34)。

なくなったことがある。絶望したコスタはアフ 第2にあげられるのは，ラテン・アメリカに

リカ問題にかかわることから遠ざかっていった 関するものである。 F.Coel1oはマドリッド地理

のである。アフリカニスタとしてのコスタの活 学協会創設の辞で，古文書に死蔵されている貴

動はとくに1881ー1888年までで，植民地地理協 重な史資料のスペイン人による利用と，未刊行

会の機会誌 RevIstade G回 grafiaColonialで 史料の刊行が協会に課された一つの仕事で、ある

自説を展開している。同 Revistaは， 1897年か と述べているが，その結果として J.Lopez de 

らは Revistade Geografia Colonial y Mer- Velascoの1571-1574年間のインディアスに関

<:antilとなり，マドリッド地理学協会から発刊 する地理および一般的記述が， D. Justo Zara-

されることになる (1924年まで〉。この経繰は gozaの解説により掲載され，また， R. del Ca-

コスタの退場と無縁ではなく，アフリカ熱の沈 stillo y Quartiellerzは16世紀のF. コロンの
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未刊行史料を刊行した。 1861-1865年の太平洋

の科学的探険に加わった D.M. Jimenez de la 

Espadaは，キトー県のマラニョン川およびイ

エズス会宣教国の記録を長論文にまとめてい

る35)。

第3にあげられるのはスペインの歴史地理に

関連するものでJ. Vi1la-Amil y Castroの

シスネロス時代のベルベリア， Eduado Saa. 

告論文は注目される。

報告論文は，セグションごとに記述され当時

の地理学界の国際的水準および社会的関心を反

映しているが，その中でも， A.ベングの地形

学， 同じくペングによって提唱された1: 100， 

000地図作成の各国における進捗状況， E.ルグ

リュの1: 100，000地球儀作成提案，チャレンジ

ャー号探険報告，アフリカの植民・地図作成等

vedraのエドリシのスペインの地理 Antonio は興味深いテーマである。しかし R.Torres 

Blazques の訳によるストラボン←ーイベリァ Camposの最大の関心は，地理教育に向けられ，

に関する記述等がその例である8ヘ 最大のスペースをさいて，講演・討論の結果が

この分野での主要な論文は，歴史アカデミー 紹介されている40)0 M. Levasseurによってな

会員によるものが多い。マドリッド地理学協会 されたフランスにおける地理教育の制度的確立，

の会員構成のうち，専門的科学者集団の中で康 教育内容，現状の問題に関する報告がその大半

史学の専門家が多いことは既に記したが，同協 を占めているが，続いて RicardLehmanによ

会の中心的メンバーであった F.Coello. F. るイギリスの大学における地理教育， A. J. 

Duro， M. Ferreiro， E. Saavedoraも歴史アカ

デミー会員にノミネートされている。

⑤地理学国際会議に関する報告および⑥地理

学の効用・地理教育に関する研究

1876-1901年の聞に開催された地理学国際会

Herbertsonおよび H.J. Mackinderによる

地理教育の組織化に関するイギリスの問題，

M. L. Drapeyron による地理教育におけるエ

クスカーションの重要性の指摘などが，会議の

流れに沿って記述されている。R.Torres Ca. 

議は， 1881年ベニス大会(第3回)， 1889年パ mposの関心の根底にはスペインにおける地理

リ大会(第4回)， 1891年ベルン大会(第5回)， 教育の制度化の遅れに対する焦燥感があること

1895年ロンドン大会(第6回)， 1899年ベルリ

ン大会(第7回〉で，各々について参加者によ

る報告論文が Boletinに掲載されている8九こ

れらの国際会議報告に加え，フランス地理学会

参加報告論文が，短文ではあるが同様に掲載さ

れ，当時の地理学的研究の最前線を伝えてい

る。本論の分析対象期間中に，地理学論として

掲載された論文は， E.ルグリュのものにすぎ

ないことを勘案すると38U体系的なものではな

いにしろ，国際会議報告論文が， ドイツ・フラ

ンスの近代地理学導入のー経路として貢献した

とみることができる。この点から重要なのが，

1895年ロンドン大会に代表として参加したR.

Torres Camposの長文の報告論文である。J.-

J. Duboisによる国際地理学会参加者の社会的

構成の推移を参照すると，地理学専門家が過半

数をこえるのは， 1891年ベルン大会以降であ

り39) この点からもR.Torres Camposの報

はいうまでもなし、。さらに，そのような状況に

不可分の社会的土壌として「地理的文化lacul. 

tura g巴ograficaJの未成熟にも日が向けられて

いる。地理教育が，学校教育制度によってのみ

なされるのでなく，イギリスにおけるように豊

かな「地理的文化」を作りだす環境によっても

促進されるという認識である(1)。

ここで問題となるのは，スペインにおける地

理学の普及と地理教育の制度化に関連し，マド

リッド地理学協会がその活動を通じてどのよう

に係わったのかということであろう。

スペインにおいて，大学等の高等教育機関に

地理学専門講座が設置されたのは1901年であ

る。それ以前は，自然、地理学関連分野の課目が

理学部に開講されるか，歴史学の補助学問とし

て文学部に開講されるにすぎなかった。地理教

育は専ら初等教育に限られ，しかもその水準は

決して満足のいくものではなかった。従ってマ
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ドリッド地理学協会の活動の 1っとして地理教 理教育の制度化を推進した基本的要因として，

育改革が，同協会の中心メンバーの共通認識で 中央集権的国家体制の確立に伴う教育改革(国

あった。しかし， 1876-1901年間に Boletinに

掲載された地理教育に関する論文は，ヨーロッ

パにおける地理教育をサーベイした Segundo

Moretの論文， 自由教育学校の Boletinに掲

載されたフランスのエコールノルマン教授A.

Marie Gochetの論文の転載がみられるにすぎ

ず，この分野におけるみるべき成果があがるの

は今世紀に入ってからである。したがって，ス

ペインにおける地理教育論あるいははその制度

的確立に関しては稿を改めて論ずることとし，

本稿で出，分析対象期間における状況を概観す

るにとどめる。

地理学の普及・地理教育の改革が論じられた

のは主に評議員会においてであり，特に注目さ

れるのは， 1878年4月9日CBoletinN， p. p. 

350-353)， 1880年3月23日 CBoletinVJ[， p. p. 

366-367)， 1892年4月5日 CBoletinXXX II ， 

p. p. 385-386)の会議録である。 1892年4月5

日の会議では，大学における地理学講座の設置

を(理学部に自然地理学，文学部に政治・歴史

地理学)，文部省に要求することが再確認され

ている。さらに1894ー1896年にかけての評議員

会では，初等教育用の教科書の作成 CM.g巴・

rreiroが担当〉をめぐって論議が繰り返され，

最終的に『教科書と地図 Textoy Atlasj]が同

協会によって承認され文部省に提出されたが印

刷されることなく終っている刷。地理教育の改

革の推進を囲む困難は，まず第1に，地理教育

改草どころではない全体の教育改革の計画策定

がまず緊急課題であり，広い関心を集めていた

ことにあった。全体の教育改革の中に地理教育

改革を的確に位置づけえなかったのである。第

2には，現行法規の下では，教育プログラム，

教科書選定は教師の自由に担されており，同地

理学協会が要求する統一的教科書の利用を強制

できないことにあった。R.Torres Camposは，

地理教育計画や教科書の多くが，スペインにお

ける「地理的文化」の未成熟を象徴していると

している。 19世紀のヨーロッパ諸国における地

家による教育の掌握)，ブルジョア社会の勃興

とナショナリズムの昂揚に伴う国家に対する帰

属意識の醸成が指摘され，その結果としの歴史

学・地理学に対する関心の増大が説明されてい

る。スペインにおける「地理的文化」の社会的

未成熟の問題は，以上のような「近代化」過程

のスペインに固有な問題に制約されたものに外

ならない。マドリッド地理学協会の中心的メン

ノミーが依拠していたのは，西欧社会をモデルと

した近代化推進の立場であったといえゐ。

地理教育の内容の刷新，近代的方法の導入を

最も具体化したのはL.Garcia Martinのメ

モリアであった44)。地理学を基礎とし，自然と

人間との関係を自然地域ごとに把握，地理的統

一体の概念の重視，身近な地域から拡大させて

いく同心円的地域認識の援用，地形図の利用，

エグスカーションの採用等は， M. Ferreiroの

教科書にも導入されたので、ある。

1890年代に，マドリ yド地理学協会のスペイ

ン人会員は150~160名を数えるにすぎなくなり，

地理学の普及・地理教育改革推進のための活動

の具体的方策は，中心的メンバーの個人的関係

を利用し，関係官庁・政府要人に働きかけるに

とどまっている。R.Ballester y Castellや J.

Vila Valentiが指摘するように，地理学の普

及・地理教育改革に関しては関心が拡散してお

り，その活動も一貫性を欠いていたといえよう o

W 結論

P. E. Jamesはその学説史において(注2参

照)， ドイツの大学において初めて地理学講座

が開設された1874年から1945年までの地理学を，

近代地理学として区別している。同様の視点か

ら， T. W. Freemanは，この期の近代地理学

の特徴的な要因として，時代の流れに沿いなが

ら①西欧社会にとって未知の地の地理的情報の

集積に伴う百科辞典的傾向，②地理教育の重視，

③植民地主義の昂揚との密接な関連，④地理的

事実の単なる記述から一般的理論による説明を
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試みる「新しい地理学」への移行，⑤政治との

結びつき，⑥専門分野の細分化をとりあげてい

る師}。本論で対象とした1876-1901年は，①~

④に特徴づけられる時期に相当し，マドリッド

地理学協会もそれらの特徴を共有している。同

地理学協会の創設は，ヨーロッパ諸国において

諸学会の創設が相次いだ1870年代であり，その

活動が頂点に達したのは， 1880年代，アフリカ

に対する植民地政策をめぐ、って開催された2回

の大会の折であった。地理学の有効性は，国際・

国内政治への直接的応用と主張されたのであっ

た“)。マドリッド地理学協会の創設は，スペ

インにおける近代的国家体制の確立とナショナ

リズムの昂揚，出遅れたアフリカへの植民地的

拡大の必要性のプロパガンダと無縁ではなかっ

たことは，前章までに記した通りである。しか

し他方で，限界的なものではあれ，近代地理

学の導入，その普及のための地理教育の制度的

確立の重要性が指摘されてきたのも確かであ

る。 1898年，スペインの転換期に際し，植民地

政策の新たな方向と地平を聞くために，マドリ

ッド地理学協会が従来果してきた役割を提起す

べきであると始められたR.Beltran y Rozpide 

の論説は，その序章において，むしろ，フンボ

ノレト， リッター， ラッツェノレ， ヴィダノレ・ド・

ラ・ブラーシュ， E.ルグリュの説を引用しな

がら r新しい地理学」の方法，概念を概観し
ている日10 R. Beltran y Rozpideは， F. Coello， 

F. Duro， M. Ferrero， R. Torres Camposの

マドリッド地理学協会第一世代から，アカデミ

ック地理学が形成されてくる次の世代との移行

世代として位置づけられよう。地理学論，地理

教育論がより多く展開される次期へつながる芽

は，この時期にあるのである。

スペインにおける「近代化」の遅れは，マド

リッド地理学協会の推移にも反映しているo

1890年代末，フランスでは30に達する地理学会

が，総数にして約2万人， ドイツでは25地理学

会で約1万人，イギリスでは6地理学会で約1

万人の会員を擁していたのに，スペインで、はマ

ドリッド地理学協会のみでその会員数は150人

にすぎなかった叫。 20世紀に入り，バルセロナ

でカタラン研究所に附属する活動として地理学

会が創設されたにすぎない。カタラン地域主義

の晶揚の結果であった。ナショナノレなレベルか

ら発想したカスティリャのマドリッド地理学協

会という性格が， リージョナルなレベルでの発

想に固執する各「地域 regionJにとって相入れ

ないものがあったのか r地域主義」との関連
で興味あるテーマで、あるが，今後の研究課題と

したい。以上のような傾向からも，地理学先進

諸国に比して，アカデミック地理学の形成の遅

れが重要な問題であった。この点に関しては，

1901年以降のマドリッド地理学協会の活動の分

析にとって不可欠の課題となる。本論において

は，史資料の関係から，マドリッド地理学協会

のみに分析の焦点をあてたが，地理教育におい

てどのような教科書が実際に使われていたのか，

専門的に地理学を修得した教師はほとんどいな

いとはいわれでもその実態は実際にはどうであ

ったのか，広く一般的に地理書として読まれて

いた本はどのようなものであったのか等々の分

析が，スペインにおける地理学界をひろく考え

るには必要であろう。いずれも容易で、はないが

今後の課題としたい。
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The Activities of the Geographical Society in Madrid 

in the Early Period (1876-1901) : An Aspect of 

Modern Geography in Spain 

HisalωKurihara 

After the founding of the Sociるtede Geographie de Paris in 1821， several geogra-

phical societies came into being in the main cities of Europe and by the end of the 1860's 

there were eighteen of them. During the next decade， a total of thirty-four new societies 

were establlished， again in various cities of Europe. All this was an expression of the 

nationalistic upheavals taking place in the countries of Europe， the increased demand for 

geography instigated by European colonialist expansion， especially in Africa， and the sub-

sequent necessity of the institutionalisation of geographical education. As is cl巴arlydelineated 

in the statement of F. Coello， one of its founders， the Sociedad Geografica de M adrid was 

establish巴dunder similar circumstances， in the year 1876. 

U p till the end of th巴 nineteenthcentury， the Sociedad Geografica de M adrid 

retained its initial character as an organisation having the encouragement of nationalism 

as its aim. In 1901， however， the society changed its name to the Real Sociedad Geografica 

and， furthermore， altered its orientation to conform more closely so the academic world; 

hence， a larger number of papers dealing with theoretical considerations on geography and 

geographical education were published in the society's organ. In this paper， the author 

examines the activities of the society from the time of its foundation up to the year 1901 

through its organ， the Boldtin de 1αSociedad Geografica de Madrid. 

During the period in qu巴stion，the character of the society was clearly reflected 

in the composition of its membership， that is， the 626 founding members of 1876. Some 

56.1 per cent of them were civil or military engineers and cartographers engaged in the 

compilation of topographical maps of Spain. Persons belonging to Spanish diplomatic or 

political circl巴sreprsented 10. 9 per cent. Those engaged in seientific or academic activities 

were represented by 14.0 per cen ; of these， the number of geographers was very small. 
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F. Coello， who played an important role in the foundation of the society， was engaged 

mainly in the compilation of the national atlas， the maps for which were made to a scale 

()f 1 : 200， 000. According to its statutes， the official purpose of the society was the diffusion 

.of geography ; this consisted in the supply of geographical information useful in the 

implementation of Spanish colonial policies. After the independence achieved by numerous 

Latin American countries， and under the impact of colonial penetration by other European 

countries into Africa， the establishment of new colonial policies became a national task for 

the Spain of the period. In this sense， J. Costa， who mobilised influential members of 
the society into organising two national conventions of Africanists in 1883 and 1884， was 

most active. Many papers insisting on the necessity of exploration and the establishment 

of Spanish sovereignty in Africa therewith appeared in the society's organ. Problems of 

geographical education within the compulsory system were discuss吋， with particular 

reference to the backwardness of geographical culture in Spain. But， in th巴 fieldof 

geographical education， the society was unable to develop consistent activities ; M. Ferreiro， 

for example， prepared a geography textbook for use in primary education， but it was not 

published. 

The society did play an important role in the introduction of modern geography 

in Spain with the reports on international geographical congresses submitted by R. Torres 

Campos and others. R. Betran y Rospide published a long paper entitled “Geography in 

1898"， in which he reviewed the development of geography in Spain and other countries. 

By 1901， the membership of the society had decr田 sedto 316 persons. In that 

year， the share of those engaged in scientific and academic activities had increased to 25.4 

per cent， but many of them were foreign corresponding members， a fact which reflected 

the backwardness of the development of academic geography in Spain. The share of those 

concerned with topographical maps decr田 sedto 30. 2 per cent in that year. Thus it was 

that the influence of th巴 GeographicalSociety of Spain on the formation of academic 

geography， exercised through the activities of the society， only made itself felt after the 

commencement of the twentieth century. 
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